
キャラクター名 プレイヤー名 スキル名 SL コスト タイミング 射程 対象 判定 制限 メモ

効果：

シンドローム ワークス カヴァー
効果：

年齢 性別オプショナル

覚醒 衝動 初期侵食率 % 効果：

出自 経験 邂逅 効果：

基本値 ワークス ボーナス 成長 他修正 能力値 HP
効果：

肉体 行動値
感覚

効果：
精神 戦闘移動
社会 全力移動

効果：

肉体 感覚 精神 社会
技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 効果：

白兵 射撃 ＲＣ 交渉
回避 知覚 意志 調達 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

効果：
武器・コンボ 能力 命中値 攻撃力 射程 メモ

効果：

効果：

防具 価格 装甲 回避 行動 メモ 効果：

合計装甲： 合計回避：
所持品

ロイス
対象 タイ 消費タス

P N

P N

P N

P N

P N

P N

P N

(非装備時)

G値

感情(pos) 感情(neg)

最大財産P: 残り財産P：

先導 彩々輝

オルクス
ハヌマーン

レネゲイドビーイングD

20才（自称）

探求

突然の覚醒

解放

幸せのひととき

大型新人VTuber
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Youtuber

UGN
VTuber

1
1

2
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必中の弓 射撃 2r+33 11 命中しない場合、バステの暴走を受けるする。

0 0

遺産継承者
義理の両親
Vの仲間たち

尊敬
友情

悔悟
不安

ミーミルの覚書
思い出の一品

コネ：情報収集チーム
ウェポンケース

14 8

ワーディング

リザレクト

ヒューマンズネイバー

オリジン：サイバー

C：オルクス

ディストネーション

要の陣形

妖精の手

七色の声

仕組まれた幸運
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非オーヴァードのエキストラ化

コスト分のHPで復活

衝動判定のダイス＋Lv個する。基本侵蝕率＋5

そのシーンの間、【社会】を使用した判定の達成値＋[Lv×2]する。

C値-Lvする（下限値7）。

〈射撃〉で組み合わせた判定を【社会】で判定を行える。

このエフェクトを組み合わせた判定の対象を3体に変更する。

判定のダイス目をひとつを10に変更する。1シナリオLv回まで使用できる。

名前：せんどう ささき

私はYoutuberとして活動してたのは、高校生の頃に若気の至りでやっていた。みんなで楽しくゲームの雑談やマルチプレイをしたりと満足した日々を送っていた
。だけど、ある日突然の出来事だった…普通の人間と変わりなく生活していたつもりでいたけど、交通事故（？）だったか分からないけど、大きな事件に巻き込
まれたらしい。
その時に、私は死んだな…と確信を持っていた。だが、現実は更に残酷な結果を私に告げた。今まで、ヒトとして暮らしていたと思っていたら私はレネゲイドビ
ーイングという人間とは異なる存在であるのが判明したのだ。
最初は困惑もしたし、人間として今まで生活をしていたじゃないか！？と言ったけども結果は変わらないらしい。どうして、突如としてなのかレネゲイドビーイ
ングになったかも不明のためにYoutuberとしての活動を余儀なく引退させられるように辞めた。
その後は、FHの実験動物として血反吐を吐くような日々を送ったりと非日常で過酷を極めていた。よく分からない人に追われるわ、全然関係なさそうな金髪オー
ルバックおっさんにストーキングされるわ…挙げ句の果てに破壊活動に巻き込まれそうになったけど、UGNという組織に正式にフリーランスとして所属する事で
、今は事なきを得ている。それはそうと、Virtual
Youtuberとしての活動をすれば、またあの日々に戻れるそうだ。そんな風の噂を聞いて、この能力をフル活用して今は勉強している。

現在（Virtual Youtuberとして）の設定
僕は、ゲームのプレイ動画など気ままに活動している個人Virtual Youtuberのひとりだ。
俗に言うマイナーゲームなど、企業Virtual
Youtubeがやってないようなモノをプレイしてゲームの面白さや魅力を伝えるのがひとつの趣味として、今も個人Vとしてやらせてもらってるような感じだ。
最近は、色んなVの人とのコラボをさせてもらっていて、雑談放送に参加させてもらったり、一緒に協力ゲームをプレイをしたりしている。
意外と、わた…じゃなくて…僕はそういうのが好きなようだ。こことは違う自分は社会で似たような事をしている影響もあって、そこら辺は多少なりと役立って
いる。
さて、今日もファンとしてみんなの動画を勉強しつつ楽しむぞー！
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